
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料  

（２）大分県の気象と災害に関する資料 
 
 
 



 



大分県の気象と災害に関する資料  協力  大分地方気象台・県砂防課   

 
１ 大分県の気象特性 
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２ 災害の要因 

 

 

 

南西風（梅雨前線）西部主体 

南東風（低気圧や台風の前面） 

南東部沿岸主体 
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1977 1989 平均

73.6 回 

1990 2002 平均

83.0 回 

2003 2015 平均 

105.9 回 

 約 1.4 倍に増加
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急な大雨 雷 竜巻などの激しい突風 

親水公園の急な増水 

神戸市提供 

平成 20 年 7 月 28 日  
神戸市都賀川 

平成 21 年 7 月 19 日 岡山県美作市

の竜巻被害 

14：40～14：50 の 10 分間で 

水位が 134cm 上昇し、児童 5 名が死亡。
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３ 水害と土砂災害 

 

   

    

 

 

河川への木材の流入（竹田市） 

撮影 気象庁

白川はん濫（熊本県熊本市） 

提供 九州地方整備局 

山腹崩壊による土石流（熊本県阿蘇市）
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 ○⼤分県の地形の約７割が⼭地

土砂災害危険箇所数 
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４ 地震と津波 

 

 

 

  

 

1964 年 アラスカ湾 Mw 9.21952 年 カムチャッカ半島 Mw 9.0

2011 年 東北地方太平洋沖地震 Mw 9.0

2004 年 インドネシア、スマトラ島北部西方沖 Mw 9.1 

1960 年 チリ Mw 9.5

Mw（モーメントマグニチュード）：岩盤のずれの規模（ずれ動いた部分の面積×

ずれた量×岩石の硬さ）をもとにして計算したマグニチュード 
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日本列島は、４つのプレートの境界に

あたり、地震の多発地域となっている 

・発生間隔が長い 

 （1000 年～1 万年程度） 

・生活圏の直下で  発生 

 するため、被害甚大 

・活動間隔が短い

・海底が隆起し、 

  津波発生 

・発生間隔が短い 

 （数十年～数百年程度） 

・海底が隆起し、 津波が 

発生することもある 

深い場所で発生する地 

震は、海底での隆起・ 

沈降が起こりにくいため 

津波は発生しづらい 

海溝型地震 
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※ Mw（モーメントマグニチュード）：岩盤のずれの規模（ずれ動いた部分の面積×ずれた量×岩石の硬さ）

をもとにして計算したマグニチュード 

※
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別府湾の地震（慶長豊後型地震） 

による震度分布図 

別府湾の地震（慶長豊後地震）による津波波高分布図 

（満潮位におけるT.P.（東京湾平均海面）からの高さ） 

-94-



 

   

   

 

 

 

 

-95-



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

地震発生 

14：46 

津波の 

始まり 

16：15 

第一波 

183cm 

最大波 

23：35 

239cm 

7 時間 20 分 

奥が狭いＶ字型の湾 

津波のエネルギーが湾の

奥に集中して波が傾斜地を

はい上がるため、平坦な海

岸よりも高いところあまで津

波が駆け上がる 

岬の先端 

津波は海岸線と平行に

なろうとする性質がある

ため、津波のエネルギ

ーが集中して津波が高く

なる 

川を遡上 

津波は河川を遡上すること

がある 

川の近くには近づかない 
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５ 火山と災害 

 

九州・山口県の活火山 

 

 

九州・山口県には、活動が活発な火山が集中しており、近年は桜島をはじめ雲仙岳（平成２年～８年）、

霧島山新燃岳（平成２３年）、口永良部島（平成２７年）、阿蘇山（平成２８年）で火山活動による災害

が発生しています。 

 大分県内には、鶴見岳・伽藍岳、由布岳、九重山の３つの活火山があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常時観測火山 
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大分県内の活火山 
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火山活動に伴う現象と災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-101-



 

 

 

 

 

 

 

 

-102-



噴火警戒レベル 

 

 火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民が「とるべき対応」を５段階に区分し

たもので、噴火警報及び噴火予報で発表します。 

 大分県内の活火山では、鶴見岳・伽藍岳と九重山に噴火警戒レベルが導入されています。 

火山灰について 
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